
発明プロセスの脳の働きについて 

 その状況の説明は、発明プロセスを非常に的確に捉えています。一つひとつを

分解して考えると、脳の働きと経験が密接に結びついていることが分かります。 

発明に関わる脳の働きは、前頭前野を中心とした複雑な領域の協調によるもの

です。特に、左右の前頭前野の役割には違いがあります。 

 

左脳の前頭前野 

• 分析的・論理的思考を担当。 

• 計画の立案や細かいアイデアの精査で活発に働く。 

• 技術的な発明や構造設計を練る際に重要。 

右脳の前頭前野 

• 創造的・直感的思考を担当。 

• 新しい視点やアイデアを見出し、ひらめきを生む。 

• 特に初期の発想やブレインストーミングにおいて活躍。 

 

 

 

発明プロセスの流れと脳の役割 

1) 感情の揺れ（創造プロセスの試練） 

• 辛さや退屈さは課題の難しさや障壁の現れ。しかし、それを乗り越えれば

面白さや達成感へとつながる。 

• 前頭前野が集中力を維持し、やる気を促進する神経伝達物質（ドーパミン）

が関与。 

2) 試行錯誤のプロセス（左脳） 

• トーマス・エジソンのように、発明には多くの試行錯誤（99％）が必要。  

o 問題を段階的に解決。 



o 結果を記録し、次に生かす。 

• 弁理士としての視点では、特許取得に向けた論理的な構成や説明が求め

られる。 

3) ひらめき！（右脳の働き） 

• 「あっ！」と思う瞬間は、右脳が無意識に蓄積した情報を再整理し、新し

い関連性を見つける働きによるもの。  

o ひらめきは、創造性を生む重要な瞬間。 

4) 分析と論理（左脳） 

• 右脳で生まれたアイデアを、実現可能な形に仕上げるのは左脳の役割。  

o 構造の明確化、問題点の解消、技術的制約への対応。 

• 特許申請のための技術説明や図面作成にもこのプロセスが含まれる。 

5) 発明の完成（左右の協調） 

• 最後に、右脳（創造性）と左脳（論理性）が統合され、発明が形になる。  

o 右脳：新しい視点の発見。 

o 左脳：具体的な構成と実現可能性の追求。 

• 発明の完成には達成感が伴い、新たな創造の刺激となる。 

 

生成 AIにおける発明プロセスと CPU、NPU、GPUの役割 

 発明プロセスにおける CPU、NPU、GPU の役割は、それぞれ次のように分

けられます。 

1. CPU（中央処理装置） 

論理的・分析的思考を担当し、試行錯誤や特許構成の調整を行います。全

体の進行を管理する司令塔として機能します。 

2. NPU（神経処理装置） 

直感的・創造的思考を担当します。膨大な情報を高速に処理し、新しい関

連性やアイデアを生み出す役割を果たします。 

3. GPU（グラフィック処理装置） 

データの視覚化やシミュレーション、モデル設計を支援します。具体的な

構造を視覚的に描き出し、発明の実現性をサポートします。 

 

協調の重要性 

CPUはプロセス全体を管理し、NPUは新しいアイデアを提供、GPUはそのア

イデアを具体化します。この 3 つのコンポーネントが相互に連携することで、

発明プロセスは効率的に進行します。また、AI やハードウェアを活用すること

で、従来の発明プロセスにはない革新的な可能性が広がります。 

 



人間と生成 AI の違い 

• 人間：：試行錯誤を通じて経験を積み、感情や直感を活用して創造性を発揮

する。 

• 生成 AI：膨大なデータを基に高速でパターンを分析し、新しい組み合わ

せやアイデアを提案する。試行錯誤はシミュレーションや計算によって

短時間で行われる。 
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